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2A30 大学開放 セっ の小道具 
一 産・学・官交流を 中， C 荘一 

0 大庭茂美 ( 九州女子大 ) 

く工フ Ⅰまじ y   、 >6= 
Q1. 社会における 公共資源 ( 材 ) としての高等教育機関の 大学が地域社会の 産・学・官交流に 開放 0 エックス 

テンション ) する状況にはどのようなものが 在るか。 

Al. 大学と地域社会の 産業界や行政機構と 相互依存 と 

共生する対等平等を 基本精神とするパートナーシッ 

プ の形状や局面の 関係から、 次のように二分して 7 

項目で説明できる。 そこで、 次に 7 つのアスペクト 

  

(AsWcts/ 局面 ) を問 う こととする。 
共同研究 審議委員 

    内部からの発信①入り ロ のシラバスと 田ロ の 技術提供 

②授業評価 (7 ィードバ i17) ③教員プロフイール ( 受講 企業 
官庁 

音便宜 ) と ④研究者総覧 ( 学内覚にスタッフ 紹介 ) 

利用者観点から 教員調書 ( 文部科学省の 許可・認可 
行政指導 

や 人事に必要 ) 以外に上記二種類があ る。 三者達 拐と パートナー・シップ 概念図 

n. 外部への招待 ⑤公開講座 ( 学科教員主導・ 学部教授会主導・ 生涯学習センタ 一等の運営委員主導 ) 

や ⑥卒業生へのアフターケアー・ リ カレント研修やホーム・カミンバプロバラム 

誘致 ⑦研究活動や 運動及び文化活動のための 施設設備の公開や 開放 

Q2. 大学開放の目的は 何か。 (Why, Fo r  Wha t) 

A2. 国庫補助金 ( 税金の還元 ) に対する社会的会計・ 説明責任 ( 用 ゥ ンタビ 肝ィ 一 ) の一環でレストしていたり、 

余裕のあ るソフトやハードの 機能設備の地域社会への 開放サービス。 大学の効用 (The utility of 

the university) を 消 賢者・利用市民への 報告アピール。 基礎的研究で 社会に貢献を 果たす。 

Q3, 提供者や利用者からみて 開放にはどんな 開放タイプがあ るか。 (How) 

ひ ) 城門びら き タイプ           学覚の利用者に 内部を公開する 発想、 

(B) 観音びら き タイプ           学覚の視点から 外部と一緒に 内部に分け入る 解体に止まらず 出双の発想、 

(0) 車庫シャッ タ 一タイプ‥Ⅱ内覚双方からカーテンを 捲る発想、 

(D) 引き戸タイプ   内外双方からカーテンを 負の方向に引く 発想、 
(EH その他タイプ           上半を分明け 換気をするイメージなど   が 考えられる。 

。 "' 内剖 ' 力 " らの 発ィ言 
①入り ロ のシラバスと 出口の②授業評価 

新入学大学生のキャンパス 生活の セっ 道具には，学生 証 ・学生便覧・ 授業時間割一覧表・ 授業計画書 ( シラバ 

ス集 / シラバイト教員カタロバ 書 ( プロフィールハ 学生生活手帳 ・授業評価用紙が 該当する。 オールド・スチュ 

一 デント や 科目等履修 生 ・研究生・単位互換の 特別聴講学生にとっても ， シラバスや教員プロフィール 及び 

授業評価システムは ，大切なものであ る。 

これらの小道貝類の 利用上の利便性に 関する学生の 声 ( ボイスい ・ ， ． ま -, 学生の自治団体「学生会」や 大学運営上 
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の 「学生部委員会」などで 収集され調査検討を 経て，建設的に 報告されねばならない。 特に ， 『シラバス ] は授業 

の「総合力タロバ」や 授業の「ロード・マップ」あ るいは授業担当の 教師と受講学生の 間の「双務契約 証 」と 

して，学生消費者には 多重効用の貴重な 情報タンクで り命紙 の一つでもあ る。 

③教員プロフィールと④研究者総覧 

教員の背景・ 横顔を受講学生に 情報公開する 小道具として ，『教員プロフィール 二冊子が考えられる。 授業を 
担当する教員の 発する教育や 研究や大学人としてのメッセージを 豊かに知ることができる。 利用対象者に 着 

目し大学教員情報公開の 道具として『研究者総覧』もより 精選される必要があ る。 

。 "' 外部への招待や 誘致 
⑤公開講座 

エックステンション・レクチャ 一の歴史は古い。 また形式や内容にも 多様なものがり ，各大学いずれも 個性 

的に展開され・ 市民教育に貢献し 続けている。 地域行政機関 県 ・ 市 との連携も増えている。 本学では平成元年か 

ら 五年まで「公開講座実行委員会方式」で ，平成 6 年以来同年に 発足した「生涯学習研究センタ 一方式」で毎年 

着実な実績を 上げている。 また、 大学のハードの 施設とソフトの 人材を駆使しての 社会貢献は順調に 進んでい 

る 。 

⑥卒業生へのアフターケアー・ リ カレント研修 

卒業生の生涯学習の 場として，大学はアフター・ケア 一のサービス 提供ができる。 卒業生は リ カレンター 

( 回帰学生 ) として・インサービスのままに 大学の学術的インフラ 利用による自発的研修が 享受でき、 有機的 

に 母校と連携して 自己継続教育と 後輩の在学生啓発教育の 機能をも発揮している。 生涯学習時代を 反映して 

本学では、 小学校・中学校・ 高等学校の現職教員の 卒業後研修会や 栄養士や管理栄養士として 巣立った諸氏が 

年に一回は母校のキャンパスに 戻り集いあ って研修と懇親と 情報交換の充実した 研究会を開いている。 

⑦学内施設設備の 学覚者への開放状況 

図書館 ( 知の宝庫 ) や体育館 ( 運動競技とトレーニンバ ) や講堂 ( ホール ) さらに研修室 ( 研究会・宿泊・ 懇親会 

場 ) などとして，未使用時間帯や 期間を利用しての 公開オープンが 地域市民等から 歓迎されている。 これらの 

ハード施設設備と 連動して，指導や 助言に当たれるソフトの 人材資源の要望もおおいに 有る。 

国内のそれぞれの 大学には、 大学学部の構成や 地域社会や環境の 特性に応じて、 以下に挙げられるような 

いろいろな施設があ る。 それらは、 それぞれの大学人によって 有機的に効率よく 稼働させられ 研究と教育に 

成果があ げられており、 かてて加えて 地域社会に適切に 開放され、 地域社会の文化と 学術と健康増進等に 大 

いに貢献し続けている。 

開放されている 学内の諸施設の 広がり ( スコープ ) を大区分してみると A.B.C の 3 つの群に分けられる。 

量の頻度についても、 適宜それぞれの 大学で多様であ ろうが、 知り得る範囲で 本学の様子を 検討するに留め 

ることとする。 尚 、 本学の学校プロフィールは 大学 2 学部 ( 家政学部 : 人間生活専攻・ 管理栄養士専攻，文学部 : 

人間文化学科・ 心理社会学科 ) 短大 4 科 ( 養護教育科・ 体育科・音楽科・ 初等教育科 ) の文理にわたる 学科構成で 

あ る。 生命維持の科学の 研究と教育のコンセプトで 教育が行われていると 論者はとらえている。 

[A 群．学舎 / 教室 ] 施設名と開放時の 利用の様態を 列挙してみると 

① ( 一般教室 ) 大 ・ キ ・Ⅱ、 規模教室各種資格試験・ 模擬試験・センター 試験・講習会会場 

② ( 会議室 ) 研究協議会会場学会の 役員会 ( 理事会 ) 会場 委員役員の打ち 合わせ会場 

③ ( 情報処理教室 )  公開講座・講習会会場 

④ ( 視聴覚教室 ) 公開講座・進学説明会・ 保護者説明懇談会 

㍍ ）Ⅰ一ン )  /11 劫毒さ "=  ㌧ " 藷生研接全 。 " " " Ⅳ（ 
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⑥ ( 調理教室 ) 公開講座 ( 料理・調理講習会 ). 栄養士養成機関の 研究連絡会 

⑦ ( 書道教室 ) 小中高校生 揮 事大会・公開講座 

⑧ ( 染色実習室 ) 公開講座 

⑨ ( 栄養・医化学教室 ) 研究会・栄養士養成機関の 研修会場 

⑩ ( 音楽教室 ) 公開講座・音大受検出集中 ゼ ト .. 

⑪ ( 茶道教室 ) 公開講座・覚国人来学者歓迎合   クラス茶話会・ 大学祭の催し 

などの利用が、 年間を通して 週末や長期休業の 夏休み・春休みに 卓越して見られる。 大学祭などには、 これ 

らを総動員した 催しに利用の 特質が見られる。 

CB 群．体育・スポーツ 系 ] 文武両道の精神で、 元気で 還 し い 大学であ るほど活発で 盛んな利用がなされており 

次のような施設建物が 対象として該当すると 考えられる 

① 体育館 : 公式戦・中高校生 / ママさんバレ 一大会 

② テニスコート : 公式戦・スポーツ 講座 

③ グランド : サッカロラバビ ヨ 野球・ソフトボール 場 
④トレーニンバ・センター     公開講座 

⑤ ゴルフ場 : 練習場開放・ 公式試合 場 

⑥ ローンボール 場     公開講座 

⑦ ダンス 場     エアロビックス 講習会 

⑧ 武道場 : 剣道・柔道・ 空手・少林寺拳法・ 薙刀・弓道場 

などが典型的な 利用例であ る。 施設設備には、 耐用年数もあ り新機種へのモデル・チェンジの 問題もあ るの 

で、 適性頻度で活発に 使用し、 より適切な快適な ( アメニティ一 ) 使用を絶えず 志向してゆきたいものであ る。 

[C 群．文化・学術・ 芸術系 ] 

これら施設の 利用者や利用目的は 極めて多様かっ 具体的であ り、 公共共有資本として 益々、 地域社会へ利 

用の幹を広げるべきであ る。 受益主体の学生を 優先する時間帯を 避けたり工夫して、 時間差でフル 稼働して 

耐用を充足させ、 モデル・チェンジに 迅速に対応する 合理性と知恵も 仝後期待されるものと 大いに考えられ 

る。 本学に例を採って 施設等を上げてみると 

① 多目的ホール : 講演会・コンサート・ 演劇公演 

② 図書館 : 市民への公開・ 講演会・展示 

③ 食 堂 : 大会の昼食 学会の懇親 ( 談 ) 会 

④ 講 堂 : 演劇公演・弁論大会・スピーチ 大会 

⑤ 学祖メモリアルホール : 行事の折りに 公開 

⑥ 学園記俳館 ( 体育館茶講堂 ): 試合会場・講演等 

⑦幼児保育施設 ( すくすくハウス ): 受講者・講座参加者のための 託児 施設 

⑧ 国際交流センタデ 海外留学斡旋 

⑨ 生涯学習研究センタ 己 公開市民・県民講座・ リ カレント講座 
⑩ 情報処理教育研究センタ コ コンピューター 講座 

などが活発に 利用されている 0 大学の伝統を 育むアカデミック・インフラ・クラスター ( 房状 ) 構造の学部 

と 学科と専攻 ( コース ) 構成の増殖を FD.SD 活動の充実に 支えられて図りたいものであ る。 

具体的に、 本学の A.B.C3 つの系群の利用事例や 実績としては 上記のものが 挙げられる。 ほとんどすべて 

0 施設が、 年間を通じて 一般の地域社会の 市民に公開されている 事がよく分かる。 利用者ターゲットを 指標 

として 5 区分してみると 以下のようになる。 
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①学校関係者       卒業生 在学生 ( 本科 生 / 科目等履修士 / 聴講生 / 特別聴講学生 / 研究生 / 委託学生 / 

留学生 ) 保護者 

②研究Ⅰ教育者‥・ 地大学教職員 諸種研究所や 研究センタ一職員 

③将来の学生 ‥・ 幼 小中高校の児童・ 生徒 成人・社会人 

④地域社会の 人‥・ 住民・市民・ 県民 

⑤行政関係者等‥・ 北九州市 福岡県 教育委員会 教育事務所 PTA  連絡協議会 

公的補助助成金を 高い割合で受けている 私立大学が、 国民・市民・ 地域住民に知的・ 学術的・教育的資源と 人 

材を還元していくことは 当然のことであ る。 開かれた大学づくりに、 全学の教職員は 一致協力して 一層酒造 

したいものであ る。 

利用者・利用時期と 大道具について 考えてみよう。 

大学の施設設備は 適切に使い込まれてこそ 初めて社会的意味をもっ。 提供される教育サービスの 消費者や 

享受者の学生の 目からみても、 また公開の機会を 享受できる地域市民にとっても、 大学の有する 大道具・大規 

模装置への時間的・ 空間的・経費的な 接近可能性 (Accessbility) に支えられた 保持と利用者達の 快適・適切性 

( ㎞ enlty) が問われることとなる。 利用者の立場から 一覧表をまとめると 以下のように 多岐にわたる。 

施設の充実度点検と 仝後の課題について 考えてみよう。 利用者の施設接近可能性 ( アク セシビリティ 一 ) 

や 利用快適性 ( アメニティ一 ) についての利用者の 声 ( ユーザー・ボイス )   点検を通して、 大学の物的資源提供が 

自己点検評価できることは 自明であ る。 公開講座等の 一部を除いて 組織的なこの 種の調査がなされていない 

事は今後の課題として 受け止めたい。 

ところで、 B 群 C 群でこのほかにも 地大学にみられる 学術研究教育資源 ( インフラ・ストラクチャドが 

たくさんあ る。 それらを枚挙すると、 下記のものがあ げられる。 

<B 群 ) : 武道場・弓道場・アーチェリ 一場・陸上競技場 ( トラック / フィールドンプール・ 卓球場・ バト ミン 

トンコート・ 乗馬場・スケートリンク・ボート 場等 

<C 群 )     礼拝 場 ( 教会 ト 生活共同組合購買部・ ( 研究者 / 保護者用 ル ジデントハウス・ 教育相談室・ 法律 相 

談室 ・健康保健 ( カウンセリング ) 相談室・博物館・ 地域経済学研究所・ 地域歴史文化研究所・ 

郷土教育博物館・ 都市問題研究所・ 環境問題研究所・ 宿泊型セミナーハウス・ 植物園・臨海 実 

険 所・火山 / 気象測候観測所・ 同窓生 / 後援会会館・ 実習 船 ・野外食堂等 

人的資源と物的資源を 有機的に結び 付けてセットにして 提供することが、 より好ましいことであ る 0 体育 関 

係 施設や学術研究施設には、 ほとんどの場合担当の 教職員が管理責任者としてはもとより 教育担当者として 

配置されている。 施設の人的層を 厚くして配置の 充実を保証し、 稼働効率と安全性を 維持して施設設備を 適 

正に運用・運営することが 仝後一層希求され、 拡充期から内容充実に 転換する時期が 到来している。 

く 4 フ まとめ 
大学が既に 40 年前からマルティバーシィ 札 (C. ヵ一 『大学の効用 J1963) して い く趨勢が予言されている。 社 

会の変化に併せて、 21 世紀の大学の 開放の在り方を 切り開いて行かなければならない。 情報化・国際化・ 少子 

高齢化の進む 生涯学習体系下の 現代社会で、 「高等教育機関と 市民生活との 接続チャンネル」の 事例を足元か 

ら   点検してみたものであ る。 個々の大学の 歴史や伝統さらに 立地の環境等を 考慮して、 大学自身の成熟に 応 

じて着実に市民社会に 貢献し、 社会的説明や 会計責任 ( アカ ゥ ンタビリティ 一 ) を果たして行くよ う に努力す 

る 事が仝後の課題であ る。 アメニティー ( 居心地 ) に富んだ機会利用可能性 ( アクセシビリティ 一 ) の高い国際 

社会に求められるインフラとして、 人の住む 星 ・地球世界が 栄えたときに 盛んな競争力のあ る大学 群 がそこ 
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